
げんじき

ねは知性に'iZみ， fiねが切断したときは反位接点がも育成しない

ようになっている。

定位接点が開放してから反

位桜点の接触するまでのl時間

を， 10 秒から 2 分の範凶にお

いて任意かつ容易に調整しう

るものになっている。接点 ・

白峰その他を点検することの

できるガラス磁があって ， 11&

挨(じんあい)の侵入しないよ

う密閉して，外絡を取外さな

ければ各部の調整ができない

もので， 指定の錠前がl夜十l けられるような併造になっている。

接点が開放されたとき ， その間隙は均一でかつ 2mm 以上で

なければならない。日成板は 10 秒ごとに目践を設けて， その間

隔は 2 mm 以上としている。

手図式限時解錠器は反位接点檎成から定位燦点構成までの合

計がH寺誌になるわけで ， 手回ハンドノレを回転して反位接点を作

り ， 定{削除点を榊成するまでの時~~が持たしてある。接点制御

腕力tハンドノレを回転することにより ， 移動して 7 インガーを押

して接点を作る。また接点保留フィンガーの途中の突起部分は，

フインガーをある時間すなわちその部分に保持して， 制御腕が

その尖端(せんたん)に触れるまで， その接点が保留される。

時索は回転速度に比例するから時計式のように一定でない。

てこ付属式限時解錠器は歯車型 ・ 水銀型の 2 極類があって ，

これはてこを引くことによりただちに動作し， ~Í'素がかかるよ

うにな っている ものである。(渡辺正敏)

げんじき 現字機 (英) Morse ink-writer 11î信符号を紙テ

ープに印する後械で， 一名これをそーノレス印字機ともいう。こ

の被械は電信符号が記録されるので証跡の残世と比較的未熟練

者に適するが， 取扱上不便のため実際の通信には使用されず，

主として練習mおよび教習mに使用さ 貌字機の原理

れる。図はこの験械の主要部を示すも 主

ので， 7:~磁石Mに電信符号電流が流れ P支払/コム
るとてこ Lは E を支点として動作する。 í邑邑~て二=

てこの先端には些事が取リ付けてあり . _I=弓 M

盤つぼB の墨汁に常に浸されている。

現字紙Pは一定速度で回転する巻事Dにより繰tUされる。

てこ L の先端にある盤車は電磁石の動作により，繰出されて

いる現字紙にふれて電信符号に応じて長短の段級がえがかれる。

!l[字紙を繰出す巻王fiの回転力は時計仕掛のものと電動機のも

のとがあるが，日I者は時々ゼンマイを巻く必要があり ， 最近は

電即J儀型のものが購入されている。(剣持敏治)

げんし 伊 現車 列車に述給された車両数(牽51[けんいん〕機

i刻事を除く) を現平数，略して現車とし、う。

現111は列車の長さを表わす単位で，運転上停車場の有効長と

の関係で使用されるのであるから，貨物列車の場合は客111 ・ チ

キ ・ ワキ等のボギー車は現事 I 両を 2 両に換算され， この列車

はE見事例両 ・ j央J-ì:何両であるというように使用される。列車の

長さを限定するために使用されるものであるから ， 主として貨

物列車に使用され， 1君事の場合には， 線区によって平均の貨車

1 雨の長さが異なるのは当然であるが， 保安l立の点からみて l

両の長さを 8m とすることが望ましい。

旅客列車の場合には単に浅草何珂といい， 1 阿 20m として長

さを計分ーする。

貨車 1 両の平均長は昭和 30 ・ 3 ・ 31 現在で，セキ等の特殊貨準

を除外すると 1 両当り 約 8_36 m であり ， ポギー貨車を 2 丙

に換算すると，約 7_59 m である。(山岸助六)

げんし 々 しけん 現車試験 車両の設計および修繕上の資料

を得る場合，または車両部品および資材を採用するか否かを判

定する場合には，国鉄ではまず鉄道技術研究所や工場でその強

度試験・成分分析試験または試験台試験等を施行する。しかし

実際に車両に取付けて使用する場合には， 極々の後維な状態が

起るので，単にこれらの室内試験成績のみて'はただちに結論を

下しかねる湯合もある。この場合には営業線に使用している車

両に試験品を取付けて一定期間試験をするか，あるいは特定の

線区で試巡転を行いその成絞を検討することが必要である。か

ように線路上で運転される状態にある車両で試験をすることを

現車試験と称する。(西山信夫)

けんし ゅ うし e 検修車 (英) cars under repair 検査また

は修繕中のJ'í:1Ii，修総待合わせの貨車，容貨11工区に|匂って修繕

のため回送中の貨準， ならびに試運転中の貨車を総称して検修

本という。(IJ.IJ草仰J六)

けんじ ゅ うし 々 検重車 (英) weight-testing car :\'.十重台

検査問と t~梁(きょうりょう)耐重検査用の 2 径がある。言十重台

検査用のものは銅製 2 刺iボギ ー 111で ， 車内には分銅および問台

111 • 'ílt動クレ ー Y ・ 発電装置をもっている。車体の一方には棄

に開閉戸があって雨 fJliJに採光用窓ガラス ・ 関戸式出入 口がつい

ている。橋梁ifiHm:検査用は鋼製 3 刺l事で中央の車輪はとくに大

きく，検査の際両端の輪組lをつり上げ，中央の車輸のみで全霊

illsをささえるようになっている。この場合前後のつり合いをと

るため前後に移動できるつり合いおもりが111の前後に備えてあ

る。またガソリ γエンジン ・ 手ブレ ー キ ・ 水およびガソリンタ

γp 等が設けてある。 111両称号規程による事業用貨車に隠し，

記号は L コ 1 を用いる。 H百和 32 ・ 3 現在の国鉄保有両数は 6 丙で

ある。(宮地突雄)

けんし ゅ うし ゃ こ 検修車庫 car inspecting and repair-

ing shed 客貨車区の検査 ・ 修繕線を桜った11王国1。客貨を安全

に輸送するためには，客貨車の各部は常に支障のないことを碓

認すること が

必要である。

この任務遂行

に客貨車区が

あたっており，

随時客1'í:専の

検査を行い不

l 客貨車検修平岡E平面図

宰. 仕 立

ト 抽車 仕 立 l 

暗岨 l 

良ß!;j所を発見すればただちに修理している。また11Ifl!ìによって

一定期限を定めて， 客w車区の検修線に入れ車の各部分のH量権

を点検し，必要に応じては緩械部分を解体して精筏な検査を行

い，不良箇所を発見した場合は修繕する。普通の修繕は検査線

で行うが，大修繕を裂する場合には修繕線に入れ換えて行う。

これらの作業は晴雨にかかわらず年中無休で突施されねばなら

ない。これがため検査線 ・ 修繕線に車庫を設けるのである。

l 構造

車庫梁(りょう)の高さは，作業員が車両の屋根を通行し支障

なく検査作業ができるよう ， また車体修繕の際高上するため高h

条図上 6m 以上とする。なおii1í風 ・ 採光を良好にすべきであり ，

特に採光は作業能率におよぼすところが大であるから ， 車庫側

聞や妥の窓をなるべく広くとる。線数の多いものは天窓を設け

るほか投光探などによる照明設備を設けることが望ましい。怒:

而f:I(は床開般のおおむね 30 % が際準とされている。車庫入口

には戸を設け寒冷地のものには暖房設備を施す。
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